
   

 

 

７ 東京都立桜修館中等教育学校 

解答例 

 

適性検査Ⅰ 

１ １００点 

 

適性検査Ⅱ 

１ ４０点 

〔問題１〕 ８点 

６番 

 

〔問題２〕 ２０点 

水を４わりぬいた後の水そう内の水の高さは 

２０×（１－０．４）＝１２（ｃｍ） 

２Ｌは２０００ｃｍ３なので、 

水かえ用のペットボトル１本で増える水の高さは、 

２０００÷（４０×２０）＝２．５（ｃｍ） 

 

水の高さは２５ｃｍ以下なので、 

（２５－１２）÷２．５＝５．２より 

ペットボトル５本の水を入れることができる。 

 

このとき、水かえ後の水の高さは 

１２＋（２．５×５）＝２４．５（ｃｍ） 

この水の高さは２１ｃｍ以上となっている。 

 

水かえによって増える水の高さは 

２４．５－２０＝４．５（ｃｍ） 

 

以上より、ペットボトルを５本用意すれば、 

水の高さは４．５ｃｍ増える。 

 

〔問題３〕 １２点 

〔青色のカギ〕３３５ 〔赤色のカギ〕２４６ 
    
 

 

 

 

（省略） 



   

 

 

２ ３０点 

〔問題１〕 １６点 

 

〔問題２〕 １４点 

  

３ ３０点 

〔問題１〕 １４点 

 

〔問題２〕 １６点 

   

（１）（選んだ一つを○で囲みなさい。） 

ペットボトル     紙 

〈選んだ製品の 循
じゅん

環
かん

利用率〉 ６３．８   ％  

〈答え〉    ペットボトル   の方が高い。  

（２） 

〈共 通 点〉  衣服もペットボトルもリサイクルによって別の製品になる。 

〈異
こと

なる点〉 衣服は古着として再びはん売されることでリユースされる

ものがあるが、ペットボトルはリユースされていない。  

（選んだ一つを○で囲みなさい。） 

カード１     カード２ 

衣服の回しゅうサービスを利用することにより、まだ着られる衣服を可

燃ごみとしてすてることが少なくなり、リユースやリサイクルされる衣服

が増えるので、じゅんかん利用率が高まる。  

〔液体〕   液体Ｅ   液体Ｆ 

〔説明〕 液体Ａの記録に１を足しそれを２倍した数を求め、記録がその

数以上である液体は、食器用せんざいを２０てき入れたときは液

体Ｅと液体Ｆと液体Ｇで、食器用せんざいを４０てき入れたとき

は液体Ｅと液体Ｆだから。 

図６から時間がたつとまくの液体が下に移動することがわかるので、わ

くを上下反対にすると液体の量がより多い方が上側になり、再びまくの上

側の厚さがうすくなってやぶれるまでにさらに時間がかかるから。 


